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関
東
一
円
を
襲
っ
た
関
東

大
震
災
は
、
本
学
に
も
大
き

な
爪
痕
を
残
し
た
。
そ
の
被

害
と
復
興
を
振
り
返
る
企
画

展
「
関
東
大
震
災
と
専
修
大

学
」
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
５

号
館
で
、
10
月
24
日
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
専
修
大
学

今
村
法
律
研
究
室
・
大
学
史

資
料
室
の
共
同
企
画
。

　
２
部
制
で
、
第
１
部
は

「
関
東
大
震
災
と
弁
護
士
」

が
テ
ー
マ
。
第
５
代
総
長
で

あ
り
弁
護
士
の
今
村
力
三
郎

に
焦
点
を
当
て
、
今
村
法
律

事
務
所
で
担
当
し
た
震
災
関

連
の
訴
訟
に
つ
い
て
、
パ
ネ

ル
と
訴
訟
資
料
で
紹
介
し
て

い
る
。

　
第
２
部
で
は
「
そ
の
時
、

専
修
大
学
は
？
」
と
題
し
、

本
学
の
被
害
や
復
興
の
歩
み

を
た
ど
っ
た
。
神
田
周
辺
は

火
災
が
激
し
く
、
専
大
は
図

書
館
倉
庫
外
壁
の
一
部
を
残

し
て
全
焼
し
た
。
す
ぐ
さ
ま

校
舎
復
興
の
稟
議
が
起
草
さ

れ
、
11
月
に
は
立
教
大
学
の

校
舎
を
借
り
授
業
を
再
開
。

震
災
３
カ
月
後
に
は
焼
け
跡

に
仮
校
舎
が
完
成
し
、
年
明

け
か
ら
仮
校
舎
で
授
業
を
行

っ
た
。
こ
う
し
た
大
学
の
歩

み
と
合
わ
せ
て
、
再
建
支
援

に
奮
闘
す
る
学
生
や
卒
業
生

の
姿
も
紹
介
し
た
。

こ
の
自
由
な
世
界
と

 

私
た
ち
の
帰
る
場
所

 

河
野
真
太
郎 

著

　
本
書
は
新
自
由
主
義
と
ポ

ス
ト
ト
ゥ
ル
ー
ス
時
代
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
ポ
ス
ト

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
感

情
管
理
、
ト
ラ
ン
ス
排
除
、

男
性
性
の
問
題
）
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
映
画
作
品
を
媒
介
に

論
じ
る
前
半
と
、
レ
イ
モ
ン

ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
宮
崎

駿
、
桜
庭
一
樹
、
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
・
ウ
ル
フ
、
村
上
春
樹

ら
の
（
文
学
）
作
品
を
論
じ

な
が
ら
、
ポ
ス
ト
ブ
レ
グ
ジ

ッ
ト
、
ポ
ス
ト
ト
ラ
ン
プ
的

な
状
況
で
の
「
場
所
」
論
を

展
開
す
る
後
半
か
ら
な
る
論

集
で
あ
る
。

　
映
画
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研

究
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
り
わ

け
ウ
ェ
ー
ル
ズ
英
語
文
学
研

究
の
成
果
で
、
多
岐
に
わ
た

る
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
と
り
わ
け
ウ
ェ
ー
ル
ズ

文
学
論
を
世
に
問
え
た
こ
と

が
大
き
な
成
果
だ
と
思
っ
て

い
る
。
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も

い
い
本
だ
が
、個
人
的
に
は
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
小
説
『
ブ

ラ
ッ
ク
・
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
の

人
び
と
』
と
人
新
世
に
つ
い

て
考
察
し
た
第
五
章
が
白
眉

だ
と
考
え
て
い
る
。（
青
土

社
・
税
込
み
１
９
８
０
円
）

　
著
者
（
こ
う
の
・
し
ん
た

ろ
う
）
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
教
授
。英
文
学
・

文
化
研
究
。

戦
後
政
治
と「
首
相
演
説
」１

 

１
９
４
５
｜

１
９
６
４ 

 

藤
本
一
美 

著

　
岸
田
文
雄
首
相
は
２
０
２

３
年
１
月
23
日
、
第
２
１
１

回
通
常
国
会
の
衆
参
本
会
議

場
に
お
い
て
恒
例
の
施
政
方

針
演
説
を
行
っ
た
。
そ
の
際

「
政
治
と
は
、
慎
重
な
議
論

と
検
討
を
積
み
重
ね
、
そ
の

上
に
決
断
し
、
そ
の
決
断
に

つ
い
て
、
国
会
の
場
に
集
ま

っ
た
国
民
の
代
表
が
議
論
を

し
、最
終
的
に
実
行
に
移
す
、

そ
う
し
た
営
み
で
す
」
と
述

べ
た
。
だ
が
、
首
相
の
優
柔

不
断
な
さ
ま
は
、
そ
の
後
の

コ
ロ
ナ
対
策
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
お
よ
び
閣
僚
の

不
祥
事
な
ど
へ
の
一
連
の
対

応
で
明
ら
か
で
、
マ
ス
コ
ミ

や
国
民
の
批
判
を
浴
び
た
。

　
本
書
の
内
容
は
、
戦
後
政

治
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
歴

代
首
相
の
施
政
方
針
演
説
と

所
信
表
明
演
説
を
と
り
上
げ

て
お
り
、
国
の
最
高
責
任
者

が
何
を
訴
え
、
ど
の
よ
う
な

政
策
を
行
う
と
し
た
の
か
、

そ
の
内
容
を
批
判
的
に
論
じ

て
い
る
。

　
続
く
第
２
巻
か
ら
第
４
巻

で
は
、
１
９
６
５
年
以
降
の

首
相
演
説
を
扱
う
予
定
で
あ

る
。
（
専
大
出
版
局
・
税
込

み
３
７
４
０
円
）

　
著
者
（
ふ
じ
も
と
・
か
ず

み
）
名
誉
教
授
。
政
治
学
。

　
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
公
開
講
座
が
９
月
23

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。
災
害
社
会
学
が
専
門

の
大
矢
根
淳
人
間
科
学
部
教

授
が
「
関
東
大
震
災
か
ら
１

０
０
年
、
日
常
生
活
に
お
け

る
復
興
・
防
災
を
考
え
る
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
今
年
は
関
東
大
震
災
（
１

９
２
３
年
）
か
ら
１
０
０
年

に
あ
た
り
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
に
、
復
旧
・
復
興
や
、

次
の
災
害
に
備
え
る
防
災
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
大
矢
根
教
授
は
さ
ま
ざ
ま

な
被
災
地
に
足
を
運
び
、
調

査
を
し
な
が
ら
復
興
の
手
助

け
を
し
て
い
る
。「
日
本
で
復

興
と
い
う
言
葉
が
広
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
関

東
大
震
災
か
ら
」
と
前
置
き

し
、「
こ
の
１
０
０
年
、
日
本

で
は
震
災
や
戦
災
の
後
、
都

市
計
画
に
基
づ
き
行
わ
れ
る

土
地
区
画
整
理
を
ベ
ー
ス
に

し
た
公
共
土
木
事
業
が
〝
復

興
〞
だ
と
い
う
認
識
が
定
着

し
た
」
と
語
っ
た
。
そ
の
一

方
、
関
東
大
震
災
当
時
か

ら
、
被
災
者
の
生
活
再
建
を

注
視
す
る
重
要
性
に
つ
い
て

も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　
長
崎
県
の
雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
（
１
９
９
１
年
）

で
は
、
住
民
主
体
の
復
興
が

行
わ
れ
た
。
住
民
組
織
を
つ

く
り
、
自
分
た
ち
で
意
思
決

定
し
て
、
自
治
体
に
提
案
、

そ
れ
が
国
の
公
共
事
業
と
し

て
実
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ

の
経
験
は
本
に
ま
と
め
ら

れ
、
北
海
道
・
有
珠
山
噴
火

災
害
、
東
京
都
・
三
宅
島
噴

火
災
害
、
新
潟
県
・
中
越
地

震
へ
と
つ
な
が
り
、
そ
の
知

見
は
東
日
本
大
震
災
で
も
取

り
入
れ
ら
れ
た
。

　
大
矢
根
教
授
は

「
復
興
と
は
ハ
ー

ド
な
都
市
基
盤
再

整
備
だ
け
を
い
う

の
で
は
な
く
、
本

来
的
な
中
心
は
、

損
な
わ
れ
た
社
会

関
係
の
再
構
築
の

過
程（
課
程
）で
あ

る
。
そ
の
体
験
を

次
の
被
災
地
に
つ

な
ぎ
学
び
あ
う
こ

と
で
、
自
分
た
ち

の
復
興
は
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
と

　
法
学
部
の
増
田

英
敏
教
授
が
公
益

財
団
法
人
租
税
資

料
館
の
代
表
理
事

（
理
事
長
）
に
就

任
し
た
。

　
租
税
資
料
館
は

中
野
区
に
あ
り
、

国
内
最
大
の
租
税

に
関
す
る
専
門
図
書
館
。
ま

た
、
学
術
研
究
支
援
機
関
と

し
て
、
租
税
法
の
研
究
成
果

の
顕
彰
、
留
学
や
調
査
・
研

究
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
増
田
教
授
は
租
税
法
が
専

門
。
就
任
は
今
年
６
月
。

租税資料館代表理事

増田教授が就任

災害復興について語る大矢根教授

再
確
認
し
腑
に
落
ち
る
経
験

に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
そ
の
知
見
が
広
が
り

一
般
化
し
て
、
法
律
の
整
備

や
制
度
化
な
ど
、
社
会
的
実

装
に
つ
な
が
る
」
と
ま
と
め

た
。

　
10
月
14
日
は
防
災
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　
初
日
は
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

の
都
市
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
生
成
さ
れ
た
社
会
的
・

文
化
的
特
徴
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ

ッ
プ
を
行
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

植
民
地
時
代
の
統
治
拠
点
だ

っ
た
旧
バ
タ
ビ
ア
地
区
を
見

学
し
、
歴
史
・
文
化
遺
産
を

保
存
し
つ
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も

配
慮
し
た
都
市
再
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
市
の
担
当
者
や
建
築

の
専
門
家
か
ら
の
講
演
を
聞

い
た
。

　
６
、
７
日
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
学
デ
ポ
ッ
ク
キ
ャ
ン

パ
ス
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ
ミ

ナ
ー
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
。
四
つ
の
若
手
グ
ル
ー

プ
研
究
の
進
捗
報
告
と
議

論
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
社

会
政
治
科
学
部
社
会
学
研
究

室
と
の
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

村
上
名
誉
教
授
に

 

感
謝
状
を
授
与

越
報
道
博
物
館

　
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
中
の
村
上

俊
介
名
誉
教
授
（
元
経
済
学

部
教
授
）

写
真

に
９
月
12

日
、
ベ
ト
ナ
ム
報
道
博
物
館

か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

た
。
村
上
名
誉
教
授
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
当
時
の
新
聞
や
雑

誌
な
ど
を
体
系
的
に
収
集
し

て
き
た
。
そ
の
貴
重
な
資
料

を
報
道
博
物
館
に
寄
贈
し
た

こ
と
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。

嶋
根
教
授
に
功
労
賞

Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ

　
９
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た

ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
（
Ｖ

Ａ
Ｓ
Ｓ
）
東
北
ア
ジ
ア
研
究

所
（
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｓ
）
と

専
修
大
学

社
会
科
学
研
究
所
の
共
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
嶋

根
克
己
人
間
科
学
部
教
授

写
真

に
功
労
賞
が
授
与
さ

れ
た
。
こ
れ
は
同
教
授
が
長

年
に
わ
た
り
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
と
専

修
大
学
の
関
係
強
化
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
た
こ
と
を
賞

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
校
友
会
の
専
修
大
学
会
計

人
会
が
提
供
す
る
寄
附
講
座

「
税
理
士
租
税
講
座
特
論
」

（
国
田
清
志
商
学
部
教
授
）

が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
て
い
る
。

　
会
計
士
・
税
理
士
と
し
て

活
躍
す
る
卒
業
生
が
交
代
で

講
師
を
務
め
る
全
15
回
の
講

座
で
、
租
税
や
税
務
会
計
、

監
査
制
度
な
ど
に
つ
い
て
学

修
す
る
。
確
定
申
告
書
を
模

擬
作
成
す
る
回
も
あ
り
、
実

務
に
即
し
た
内
容
を
学
べ
る

点
も
大
き
な
特
長
だ
。
初
回

の
９
月
21
日
は
、
会
計
人
会

会
長
の
榎
本
恵
一
さ
ん（
昭

61
商
）が「
税
と
は
何
か
」
を

テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
、
商

学
部
と
法
学
部
の
３
、
４
年

次
生
約
30
人
が
聴
講
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
税
の
原
則
や

役
割
に
つ
い
て
触
れ
、
日
本

国
憲
法
第
30
条
の
「
国
民

は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
納
税
の
義
務
を
負

う
」
と
い
う
条
文
を
引
い
て

租
税
法
律
主
義
の
重
要
性
に

言
及
し
た
。

　
税
制
に
お
い
て
重
要
な
公

平
性
に
つ
い
て
、「
税
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
日
本

に
は
約
50
種
類
も
の

税
金
が
あ
る
」
と
説

明
し
た
。

　
榎
本
さ
ん
は
、「
税

金
と
は
一
生
付
き
合

わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
必
要
な
知
識
と

知
恵
を
身
に
つ
け
、

賢
く
生
き
て
ほ
し

い
」
と
後
輩
た
ち
に

語
り
か
け
た
。

　
途
中
で
ク
イ
ズ
を

は
さ
む
な
ど
、
講
義

は
硬
軟
織
り
交
ぜ
た

内
容
で
、
学
生
た
ち

は
真
剣
に
、
そ
し
て

楽
し
ん
で
租
税
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
。

浅
利
一
希
さ
ん
（
法

３
）
は
、「
こ
の
講
座
で
は
実

務
の
側
面
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
将
来
は
税
務
関
係
の

道
に
進
む
こ
と
も
考
え
て
お

り
、
こ
こ
で
得
た
知
識
を
生

か
し
た
い
」
と
話
し
た
。

ワークショップ時の集合写真＝インドネシア大学

ソーシャル・ウェルビーイング研究拠点研究センター
社社 会知性開発会知性開発

で
活
発
に
意
見
を
交
換
し

た
。
ま
た
、
開
催
期
間
中
に

は
、
研
究
拠
点
の
各
種
研
究

活
動
を
記
録
し
た
写
真
展
が

開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
つ
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
拠

点
の
金
井
雅
之
人
間
科
学
部

教
授
は
「
来
年
夏
に
モ
ン
ゴ

ル
で
開
催
す
る
最
後
の
若
手

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け

て
、
グ
ル
ー
プ
研
究
が
す
ば

ら
し
い
成
果
を
上
げ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し

て
い
る
。

　社会知性開発研究センター／ソーシャル・ウェルビーイング研究拠点（研究

代表者：嶋根克己人間科学部教授）は、９月５～７日、若手研究者育成のため

の「Early-Career Researchers Workshop 2023」をインドネシアで開催した。対面とオ
ンラインを合わせて、日本及びアジア７カ国・地域（タイ、インドネシア、フ

ィリピン、ベトナム、モンゴル、韓国、台湾）の研究者26人が参加した。
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外壁１枚を残して崩れ落ちた図書

館書庫＝『復刻版　大正十二年関

東大地震震害調査報告』（第三卷）


